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　 1　 緒言

　GRC 打 ち 込 み 型 枠 を 用 い た 鉄 筋 コ ン ク り 一 ト 部 材 の

GRC と コ ン ク 「丿一 トの 接 合 面 の 性 能 は 、部材 の 強度 を

基 凖 に し て 評 価 し な け れ ば な ら な い 。 GRC 打 込 み型 枠

を 使 用 した 部材 は 、圧 縮 応 力 や 曲 げ 応 力 が 作 用 す る が 、

こ こ で は 圧 縮 剥 離試 験 の 結 果 か ら、試 験 体 を圧 縮 材 と し

て 見 た と き の コ ン ク リ
ー ト の 許容 応 力度 の 範囲 に お け る

一
体性 に つ い て 検 討 す る 。

　 2　 圧 縮剥誰 試 験

　 コ ン ク リート に 他 の 材 料 を 接 合 し た 時 の 接 合 面 に お け

る 性 質 の 解 明は 難 し い 問題 で あ り 、そ れ を 評 価 す る 試 験

方 法 は 研 究 者 に よ り様 々 試 み られ て い る が 、標準的な 試

験 方 法 は ま だ確 立 され て い な い 。

　圧 縮 剥 離 試 験 は
一

面せ ん 断試 験 や 二 面 せ ん 断試験 の よ

う に 見 か け の せ ん 断 強度 を 求 め る こ と は 出 来 な い が 、曲

げ の 影響 が 少 な く、接合面上で せ ん 断応力 度 は 中 央 か ら

端部 へ 行 く に っ れ て 次第 に 大 き くな る の で 接合面上 の 局．

部 的 な 剥 離 の 発 生 と そ の 進 展 を 調 べ る の に 適 して い る
1）

e

　前報 （2 ） の 図 L に 示 す よ う な 圧 縮 剥 離 試 験 に よ り 、

試験体 の 上下面 か ら圧 縮 載 荷 し 、0 ．5ton 刻 み の 荷重

に お い て 、GRC ．パ ネ ル 表面中央 お よ び コ ン ク リ
ート 表

表 1　 GRC パ ネ ル の 使 用 材 料 と調合

面 中 央 の 圧 縮方 向 の 歪 度 を 測定 し、接合面 の 観察 を行 っ
た 。表 1 〜3 に 用 い た材料 と調合 を示 す 。また GRC パ

ネ ル の 表 面 形 状 の ス ケ ノ チ を 図 1 に 示す 。

　 3 　 評価方法

　 3 ．1　 性 能 評 価 に 便 うパ ラ メ ータ

前 報 （2 ） で 述 べ た よ うに 圧 縮剥離試 験 1こ お い て 試 験

体 に 生 じ る 現 象 は 、荷重 に 対 す る 歪 度 の 変 化 率 で あ る コ
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和剤 　　 　　 　 　 3AE 減 水剤

，苧（　　　　　　　　　　　　3　0　　　　　　7｝（道 7k

ラ ス 鐵 維　 　 　 　 　7 耐 ア ル カ リカ ラ ス 越塑 」

表 2　 コ ン ク リー トに 使用 し た材料

巨類 仕様

1 ン ト 晋通 ボ ル トラ ン ト
・
ヒメ ン ト

跨材 砕 石、粗粒 率 6 ，7G 、JISA5005 適 合

胃
『
材 砕 砂 5mm 、粗 粒 率 2 ．83 、JISA50D5 適 合

llT剤 AE 減 水 剤

IJ
剤 AE 助 剤

衰 面形 状 E

図 1 各 表面 形 状 の ス ケ ッ テ

表 3　 コ ン ク リ
ー

トの 調合

ス ラ ン プ 　 （cm ） 15
空 気 鼠 〔器） 4 ．o
7k セ メ ン ト比　 α｝ 55
粗 骨 材 の 最 大 寸 法　 （m 川） 20
細 骨 材 率 　 （％） 40
単 位 7k 銅．（k巳／の 166

セ メ ン ト 302
重 量

〔k巳r／m3 ＞
細 骨材 842

粗骨 材 1040
混 和 剤 〔m 且加 3

） 755
AE 助 剤 （Cx毘〉 0 ．0025
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図 2　す べ り開 娼荷重 Ps
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図 3　剥 離 開 始荷重 Pb

ン プ ラ イ ア ン ス を 用 い て 検 討 す るの が 有 効 で あ る 。
コ ン

プ ラ イ ア ン ス に よ り、接合面の 緊密 性 、す べ り 、剥 離 、

応 力 伝 達 回 復 等 を 調 べ る こ と が で き る 。 前報 （2 ）の 表

1 に 示 す よ うな 表 面 形 状 を した GRC パ ネ ル と コ ン ク
1
丿

一 ト の 接合面の 性能 は 前報 （2 ） の 表 2 の よ うに な り、

こ れ を 図 に す る と 図 2 〜4 の よ う に な る 。

　 3 ．2　 許 容応 力度 の 範囲 に お け る
・一体 性

　 コ ン ク リ
ー

ト の 許 容応力度 は 強度 の ば らつ きを 見 て 標

準偏差 の 何倍か を強度 か ら差 し 引い て 考 え な け れ ば な ら

な い が 、こ こ で は そ の ば ら っ き を 考 慮 に 入 れ ず 、全体が

コ ン．ク リ
ー

トの X の 試 験体 の 最 大 荷重 の 1 ／ 3 を 長 期 許

容 応 力 度 に 達 す る 荷 重 、2 ／ 3 を 短 期 許 容 応 力 度 に 達 す

る 荷 重 と仮 定 す る。

　 図 2 と 3 に 示 され る す べ り開始荷重 Ps 及 び 剥離開始

荷 韲 Pb は 、無 処 理 の 表 面 の 試 験 体 A を 除 い て い ず れ も

長 期 許 容応 力 度 に 達 す る と 仮定 し た 荷 重 7 ．13ton よ り

大 き い 。 ま た 硅砂付 き （E ） 、エ ア セ ル 円形 へ こ み （F 、

F
’

） 、亀甲金 網半分埋 込 み （D ） 、ラ ス 金 網 半分埋込

み （G 、G
’

） の 4 種 類 の 表 面 形 状 の 試 験 体 は 、す べ り

開始荷 重 Ps と泉11離 開始 荷 貢 Pb が短 期 許 容 応 力 度 に 達

す る と仮定 した 荷重 14 ．26ton よ り大 き い か ま た は近

い 値 に な っ て い る 。 また こ れ らの 表面形状 の GRC パ ネ

ル は 図 4 の よ う に 接合緊密性 に 優 れ て い る 。

　 こ の こ と か ら 、前 報 （2 ＞ の 図 1 に 示 し た よ う な形状

の 圧縮材 の 場合 は 、 接合性 を高 め た表面形状 の GRC パ

ネ ル を用 い る こ と に よ り、コ ン ク リ
ー

トの 短 期許容応 力

度 に 達 す る 荷 重 ま で 、GRC パ ネ ル と コ ン ク リ
ー

トの 接

合 面 に す べ りや 剥離 を生 じ さ せ ず に
一

体性 を 保 っ こ とが

可能 で あ る と考 え られ る 。

　 4　 ま と め

　 硅 砂 付 き 、エ ア セ ル 円 形 凹 み 、亀甲金網半分埋 込 み 、

ラ ス 金 網半分埋 込 み の 4 種類の 表 面形 状 は GRC パ ネ ル

と コ ン ク リ
ート の 接合性 を 高め る た め の 有効 な方 法 で あ

る 。 接合性 を 高 め た 表面形状の GRC パ ネ ル を 使 う こ と

に よ り、本 研 究 で 用 い た 試 験 体 の よ う な 形 状 の 圧 縮 材 に

お い て 、コ ン ク リ
ー

トの 短 期許 容応力度 に 達 す る 荷 重 ま

で 、GRC パ ネ ル と コ ン ク ワ
ー

トの
一

体性 を保 っ こ と が

可 能 で あ る と考 え られ る 。

　謝 辞 　本 研 究 に 協力を 頂 い た GRC 工 業会技術部 （部

会 長 大 沼 邦 由 氏 ） に 感 謝 の 意 を 表 す 。
ABCD ・ EFGF ， G ，X

図 4 　接 含 緊 密性

文鯲 1 ）　平居孝之，村 上　聖，前田孝
一．岸谷孝

一
　　部

．
分圧縮試驢に よ る

打ち込み型枠 接合面の 解析、日本建築掌会大会学術講演梗概集，1994 銀．

PP1085 − 1086

「圏
六 分穴 掌 工掌 部 共 通 講 座　 教 慢 ・： 閣’「
日 底 大学 曜 工 掌 跚 建 1 学 塀 　 激 贋 ・； 画

’5
憊 本 大 ＃ 工 竿 跚 逞 峯 掌 科 肪 敦擾

・
工 ltlta工覊 大 宇 工 掌 韶題

・A 掌 科 助 敦捜
・
工 博昌＝

麗 児 島 大 学 工 掌 甜罎 藥 字 褂 助 蘆 浸
・工 1＃

晒
大 分 tt 大 掌 院 工 学 研 究 博 　穴字 院 生

・
工 修

PCof 　．　　 囗eP 匚．　0 「　1冂i疇r「a巳P凸「

ProI 　，　　　beP 匸1　0 「　A「【hi ：eに【ur

A：so［．　Prot ．．　　 leロ【．　o 「 ．ireh

l：：：：：i；：1．： 1：：1：：隠；：l
Gr3daa 【e　5Lud 巳庶　 　Oe叫．。「

　 陪軋己1　5md ン．
．h こu ］tr 　Df 　〜　
　 c しurt 　Facu ユ

　：：：；：：ll謡
　 巨L 」ecLute 　F

，ILけ 。f　 EnE ．田 」画Un卩．．Pr．E呱．
L巳n嘘e 　ユ冂d 　E剛曜」」　闢iho冖　U民lv 　．Dr　Bn匹．

or 　 Eほ9．．K■国8：0 」o 　じ“こv．、）r 　E凡9．

：1　1：1：：膿ll、lll瑠 ；：illl，．g．
■トLド　or 　En舊「．D 〔」司　じn しv　．嘱．E冂匹．

一 534一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


